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は

じ

め

に

　

禅
僧
と

は

異
な
る

側
面
か

ら

唐
代

中

国
仏
教

に

多
大
な

影
響
力
を

有

し

て
い

た

存
在
に

居
士

が

あ
る

。

多
く
は

官
人

と

し

て

半
僧
・

半
俗
の

生

活
を
送
り

、

そ

れ

ら

の

中
に
は

詩
作
に

注
力
す

る

者
も

多
数
あ
っ

た

点
も
当
時
の

居
士

仏
教
に

み

ら

れ

る
一

つ

の

特
徴
で

あ
る

。

　一

連
の

居

士

達
の

中
で

、

と

り
わ

け
著
名
な
の

は

廱
居
士
と

し
て

知
ら
れ
る

廱
蘊

（
p

…
八
〇
八
）

で

あ
る

。

馬

祖
門
下
で

開
悟
し

、

語
録
や

多
く
の

詩
作

を
残
し
た

こ

と

は

『

祖
堂

集
』

や

『

宗
鏡
録
』

に

そ
の

詩
偈
が

引
用
さ

れ
て

い

る

点
か

ら

も
周
知
の

通
り
で

あ
る

。

廱

蘊
の

著

作
の

内
で

代
表

的
な
も
の

に

『

廱
居
士

語
録
』

が

あ
り

、

当
時
の

居
士
の

思

想
と

状
況

を

伝
え
る

資
料
で

あ

る
。

だ

が
、

本
書
の

原
本
及
び

宋

代
の

写
本
は

散

逸
し

現
在
は

残
っ

て

い

な
い

。

本
稿
は

近

年
に

な

り
発
見
さ

れ
た

西
明

寺
蔵
『

鹿
居
士
語

録
』

の

特
に

詩
偈
を

紹
介
し

、

失
わ

れ

た

宋
版
の

古

態
を

留
め

て
い

る

写
本
で

あ

る

か

と
い

う
可

能
性
の

考
察
を
目
的
と

す

る
。

一

　
『

鹿
居
士

語
録
』

写
本
を
め

ぐ
る

先

行
研
究

　
さ

て
、

散
逸
し

た

『

鹿
居
士

語
録
』

で

あ
る

が
、

そ
の

写

本
に
つ

い

て

は

現
在

、

明

代
の

崇

禎
十
年
（

一

六
三

七
）

刊
行
本
が

最

古
の

伝
本

と
さ

れ

る
。

明

版
よ

り
以

前
に

元

本
が

存
在
し

て

い

た
こ

と
は

「

重

梓
」

・
「

重

刻
」

の

語
が
諸
写
本
の

序
文
や

巻
末
に

用
い

ら

れ

て

い

る
こ

と
か

ら

確
実
と

考
え
ら
れ
て

い

る
。

し

か

し
、

現
在

、

明

版
の

原
形
で

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
宋
版
の

発
見
に

は

至
っ

て

い

な
い

。

以

下

に

現
存
す

る
主

要
な

『

寵
居
士

語
録
』

写
本
を

刊
行
年
代
順
に

挙
げ
る

。

刊
本
と

し
て

は

前
述
し

た

崇

禎
十

年

刊
行
の

明

版
、

承
応
二

年
（

一

六
五

二
）

　

　
　
　

　（
1

）

刊

行
の

和
刻

本
、

咸
豊

元
年
（

一

八

五
一
）

刊
の

清
版
と

な
る

。

こ

れ

ら
の

写
本

に

対
し
、

本
稿
に

て

検
討
す
る

西
明
寺

本
『

廱
居
士

語
録
』

は

文

明
十
八

年
（
一

四
八

六
）

に

書

写
さ

れ

て

お

り
、

明

版
か

ら
一

世

紀
半
ほ

ど

刊
行
時
期
を
遡
る

こ

と

が

可
能
で

あ
る

。

西
明
寺
本
に

関
し

　

　
　
　

　
　
　
　

　

（
2

）

て

は
、

石
川

力
山
氏
の

研
究
に

よ

り
写
本
と

し

て

の

資
料
価
値
が

限
定

的
で

は

あ

る

が

認
め

ら

れ

て

い

る
。

明
版
の

本
文
が

ど

れ

ほ

ど

本
来
の

802 一
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姿
を
失
っ

て

い

る

か

を
明
示
す
る

た

め
、

宋
版

系
と

氏
が
考
え

る

清
末

咸
豊
本
と

の

比

較
に

よ
っ

て

不
完
全

な
点
を
注
記
し
つ

つ

対
校
を

行
っ

た
。

そ
の

結

果、

清
版
で

増
補
さ

れ

た

部
分
を
除
外
し

た

箇

所
が

、

西

明
寺
本
と

合
致

す
る
こ

と
が

判
明
し

た
。

西
明
寺
本
の

原
本
が

宋
版
で

あ
っ

た

か

に

つ

い

て

の

疑
問
は

残
る

も
の

の
、

明
版
以

前
の

姿
を

伝
え

る
こ

と

は

確
実
で

あ

る

と

す
る

。

一

方、

清
版
と

明
版
で

は

全
体
に

わ

た
っ

て

異
同
が

多
く

、

特
に

寵
居
士
と

所
縁
の

石
頭
や

馬
祖
門
下
の

禅

僧

達
と
の

話

頭
を
比

較
す
る

と

相
違

点
が

見
ら

れ

る
。

こ

の

よ

う
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
3

）

『

廱
居

士

語

録
』

は

崇
禎
十
年

刊
行
の

明
版

系
と

咸
豊
元

年
刊
の

古
形

を

残
す
宋
版

系
と
い

う
二

系
統
に

体
系
化
さ

れ

た
。

　

先
学
に

お
い

て

は

主
に

語
録
部
分
の

対
照
に

着
目
し

、

綿
密
な
研

究

を

行
っ

て

い

る

が
、

結
論
と
し
て

西
明

寺
本
が

宋
版
と

明
版
の

時
間

的

空

白
を

埋

め
る

資
料
で

あ
る

確

証
は

得
ら

れ

て

い

な
い

。

本
稿
で

は

「

廱

居
士

語

録
』

三

巻
の

な
か
で

未
だ

検
証
が

な

さ

れ

て

い

な
い

詩
偈

二

巻
を
重

点
的
に

整
理

す
る

。

主

と

し

て

明
版
と

の

比

較
を

試
み

る

も

の

で

あ

る
。

二

　
西
明

寺
版

『

廱
居
士

語

録
』

に
つ

い

て

　

愛
知
県
豊
川
市
の

曹
洞
宗
寺
院
・

西
明

寺
に

収
蔵
さ

れ

て

い

る

『

鹿

居
士

語

録
』

は

文

明
十
八

年
（

一

四

六

八
）

に

書
写
さ

れ

た

も
の

で

あ

り
、

明
版
以

前
の

姿
を
残
す
可
能
性
を
持
つ

資
料
で

あ
る

。

そ

の

根
拠

と

し
て

奥
書
の

記
述
を
挙
げ
る

こ

と

が

で

き
る

。

西
明
寺
蔵
『

廱
居
士
語
録
』

の

詩
偈
に
つ

い

て

（

大

　
橋）

　

文
明
十

八

丙
午
年
六

月
十
四

日

於
橘
山

大
洞
禅

院
北
口
下
書
　
悲
蒭
崇
順
僧

　

こ

れ

か

ら

逆
翁
崇
順
が

現
・

静
岡
県
周
智
郡
森
町
の

大
洞
院
輪
住
の

際
に

書

写
さ

れ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

西

明
寺
は

駿

河
大
洞
院

の

門

葉
、

太

源

宗

真
派
下

真

巌
派
の

寺
院
で

あ

り
、

三

河

乾
坤
院
の

太

素
省
淳

（

P
〜
一

四

九
八
∀

に

よ
っ

て

再

興
さ

れ

た
。

逆
翁
は

西
明

寺
の

本
寺
で

あ
る

尾
張
乾
坤
院
二

世
に

も
就
い

た

曹
洞

宗
の

僧
で

あ
る

。

大
洞
院
と

乾
坤

院
は

本
末

関

係
に

あ

り
、

大
洞

院
で

書

写
さ
れ

た

『

鹿

居
士

語

録
』

が

孫
末
寺
院
に

あ

た

る

三

河
西

明
寺
に

収
蔵
さ

れ

た

点
に

疑
念
を

挟

む

余
地

は

な
い

。

十

五

世
紀
の

東
海
地
方
に

於
け

る

曹
洞
宗
発
展
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

4
＞

拠
点
は

遠
江
で

あ
り

、

そ
の

後
尾

張
か
ら
三

河
へ

と

教
線
を
拡
大

し
た

。

こ

う
し

た

背
景
の

中
で

西

明
寺
蔵

『

鹿
居
上

語
録
』

が

東

海
地

方
曹
洞

禅
の

活
発

な

布
教

活
動
の

中
で

師
資
に

よ
っ

て

受
け
継
が

れ
て

き
た

こ

と
は

想

像
に

難
く
な
い

。

ま
た

、

明
版
よ

り
も

古
態
を
残
す
も
う
一

つ

の

根
拠
は

、

逆
翁
が

依
拠
し

た

元
本
に

関

す

る

跋

文
の

記
述
で

あ
る

。

　

嘉
定
十
有
四

辛
巳

年
中
春

　
前
潭
州
寧
郷
県
白

楊
山
証
聖

禅
寺

　
住
持

嗣
祖

　

芯
蒭
紹
祈
謹
跋

　

こ

れ

に

よ

る
と

崇
順
が

依
用

し
た

の

は
、

嘉
定
十

四

年
（
一

二
一

＝
）

に

湖
南
省
寧
郷
県
の

白
楊
山
証
聖

禅

寺
に

お
い

て

前
住
持
の

紹
祈
と

い

う
人
物
が

書
写
し

た

も

の

で

あ
る

こ

と

が

窺
え
る

。

ま
た

、

西

明
寺
本

の

特
徴
と

し

て

他
の

写
本
と
の

構
成
上

の

相
違
が

あ

り
、

そ
の
一

つ

が

跋
文
で

あ
る

。

こ

れ

は

明

版
に

は

付
せ

ら

れ

て

お
ら

ず
、

嘉
定
十
四

年

（

一

二

二
一
）

と
い

う
記
述
か

ら

宋
版

刊
行

の

際
に

付
せ

ら
れ
た

と

思
わ

二

五
一

一 803 一
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西

明
寺
蔵

『

鹿
居

士
語
録
』

の

詩

偈
に
つ

い

て

（

大

　
橋）

れ
る

。

以

上

の

点
か

ら
、

西
明

寺
本
は

古
形
を

保
つ

と

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

　
一

方
、

問
題

点
と

し
て

は
、

現
行
本
は

語
録
一

巻
・

詩

偈
二

巻

と
い

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
5
）

う
三

巻
本
の

体
裁
で

あ
る

の

に

対
し

、

古
い

時
期
の

書
目

録
で

は

語
録

一

巻
、

詩
偈
三

巻
、

廱
居
士

歌
一

巻
の

構
成
を

と

る
。

西
明
寺
本
は

前

者
の

体
裁
で

あ
り

、

構
成
の

相
違
の

要
因
に

結
論
は

下

さ

れ

て

い

な
い

こ

と

が
挙
げ
ら

れ
る

。

書
籍
が

刊
行
さ
れ

る

際
に

編
集
者
や

上

梓
者
の

手
が
加
わ

る

こ

と

は

通
例
と
し

て

み
ら

れ

る

も
の

で

あ
り

、

ま
た

宋
版

が
善
本
で

あ
る

と

は

限
ら
な
い

こ

と

も
視
野
に

入
れ

て

研
究
が

試
み

ら

れ
て

き
た

。

　

先
学
に

お
い

て

は
、

主
と
し

て

語
録
部
分
の

対
照
に

着
目
し

綿
密
な

研
究
を

行
っ

て

い

る
。

し
か

し
、

結
論
と

し

て

西
明
寺
本
が

宋
版
と

明

版
の

時
間
的
空
白
を

埋

め

る

資
料
で

あ

る

確
証
は

得
ら
れ
て

い

な
い

。

本
稿
で

は

『

鹿
居
士

語
録
』

三

巻
の

な
か

で

未
だ

検
証
が

な

さ

れ

て

い

な
い

詩
偈
二

巻
を

重
点
的
に

整
理

す
る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

ま
で

詩
偈

部
分
は

各
写
本
間
で

の

写
誤

等
の

異
同
が

少
な
い

た

め

注
目

さ

れ

る

こ

と

は

な
か
っ

た
。

本

稿
で

筆
者
は

詩
偈
の

構
成
の

相
違
を

検
討
す
る

。

主
と

し

て

明
版

と

西

明
寺
本
の

比
較
を

試
み

る
。

三

　
『

鹿
居
士

語

録
』

構
成
の

変

化
と

思
想

的
特
徴

　
『

廱
居

士
語
録
』

の

詩
偈
（
正
式
に
は

西
明
寺
本
で

は

『
鹿
居
士
詩
」

上
・

下
巻

の

二

巻

本
で

あ
る

。

以

下

西

明

寺
本
は

『

廱
居
士

詩
』

と

略
す
）

の

特

二

五

二

徴
の
一

つ

は
、

語
録
と

詩
偈
の

部
分
が

個
別
の

も
の

と

し

て

分

割
さ

れ

て

い

る
こ

と
で

あ
る

。

明
版
系
の

写

本
も
宋
版
系
の

清
代
本
も

共
に

語

録
を

巻
上

、

詩
偈
を
巻
中
・

巻
下
と

す
る

三

巻
本
と

な
っ

て

い

る
。

前

述

し

た

よ

う
に

鹿
居

士
の

著
作
は
語

録
一

巻
、

詩
偈
三

巻
、

歌
一

巻
と

伝
え
ら

れ

て

い

る
た

め
、

最
初
に

刊

行
さ

れ
る

際
に

編
集
が

加
え
ら

れ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

『

景
徳
伝
燈

録
』

と

『

祖
堂
集
』

に

よ

る

と

廱
居

士
の

詩
偈
は
三

百

篇
で

あ
っ

た

と

さ
れ
る

が
、

現

在
の

写
本
は

お

よ

そ

二

百
篇
で

あ
り
三

巻
本
の

二

巻
分
に

あ
た

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

西
明
寺

本
の

元
本
が

書
写
さ

れ
た

時
期
で

あ
る

十
三

世

紀
に
は

語
録
と

詩
偈
を

統
合
し

た

現
行
本
の

姿
に

編
集
さ
れ

て

い

た
と

想

像
で

き
る

。

　

次
に

、

『

鹿
居
士
詩
』

と

明

版
『

鹿

居
士

語

録
』

巻
中
・

巻

下
を
比

較
し

て

み

る

と
、

誤

写

な
ど

の

記
述
上
の

特
徴
の

相
違
は

微
々

少
で

あ

り
、

同
じ

底

本
に

基
づ

く
写

本
で

あ
る

こ

と

が

考
え
ら

れ

る
。

し

か

し
、

全

体
の

構
成
に

関

し
て

は

大
き
な
相
違
が

見
ら

れ

た
。

【

西
明

寺
版
】

「

鹿
居
士
語
録
』

　

序
文
＋

本
文

『

鹿
居
士
詩
』

巻
上

　

八

十
二

詩
＋

三

十
七

詩

『

寵
居
士
詩
』

巻
下

　

八

十
一

詩

【

明
版
】

『

鹿
居
士

語
録
』

巻
上

　

本
文

『

鹿
居
士
語
録
』

巻
中

　

八

十
二

詩

『

廱
居
士
語
録
』

巻
下

　

八

十
一

詩
＋

三

十
七
詩

一 804一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

　

以
上

の

よ

う
に

『

鹿
居
士

詩
』

巻
上

の

後
半
に

含
ま

れ

る

三

十
七

篇

の

詩
偈
が

明
版

『

鹿
居
士

語
録
』

で

は

巻
下
に

編
入
さ

れ

て
い

る
。

こ

の

よ

う
な
構
成
上

の

違
い

が

生
ま
れ

た

要
因
と
し

て

は
、

明
版
編

集
の

際
に

語
録
の

冒
頭
か
ら

序
文
が

削
除
さ

れ
、

ま
た

巻
末
に

禅
僧
の

拈
提

が

加
え

ら

れ

た

た

め
、

各
巻
の

内
容
量
を
調
整

す
る

た

め

改
変
さ

れ
た

　

　

　

　
　（
6）

と

考
え

ら

れ

る
。

し
か

し
、

前
述
し

た

よ

う
に

明
版
以
前
の

『

鹿
居
士

語
録
』

で

は

語
録
と

詩
偈
を
分

割
す
る

傾

向
が

あ

り
、

語
録
が

増

補
さ

れ

た

と

し

て

も
元
来

、

個
別
の

も
の

で

あ
っ

た
詩
偈
を

編
集
す
る

根
拠

に

な

る

と

は

考
え
に

く
い

。

　
一

方
、

明
版
編
集
の

際
に

巻
中
か
ら
巻
下
に

移
行
さ

れ

た

三

十
七

篇

の

詩
偈

を

検
討
す
る

と
、

共
通
点
と

し

て

は

浄
土

思

想
に

関
す
る

語
句

を
含
む

も
の

が

多
い

。

明

版
・

巻
中
に

二

篇
ほ

ど

浄
土

関

連
の

詩
偈
を

み

る
こ

と

が

で

き
る

も
の

の
、

編
集
後
の

巻
下
に

浄
土

に
つ

い

て

の

境

涯
を
述
べ

た

詩
偈
が

集
中
し

て
い

る
こ

と
が

判
明
し
た

。

元

来
、

浄
土

関
連
の

詩
が

多
か
っ

た

巻
下

に

巻
上
か

ら
同
種
の

詩
を
加
え
て

纏
め

た

と

考
え
ら

れ

る
。

用
例
の
一

部
を
見
て

み

る

と
、

世
問

最
上

事
、

唯
有
修
道
強

。

若

悟
無
生

理、

三

界
自
消
亡

。

現
、

無
念
是
清
涼

。

此
即

翻
土

、

何

処
覓
酊
玩

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に

き　

四

性
同
】

舎
、

三

身
同
一

室
。

一

切
悪
知
識

、

総

見
弥
陀

仏
。

無
求
乃

法
眼

、

有
念
却
成
魔

。

無

求
復
無
念、

即

是

阿
弥
陀

。

　

　

　
　
　
　
　　

薩
、

総
祗
較
無
多

。

と

い

っ

た
「

阿
弥

陀
仏
」

に

関
す
る

も
の

や
、

西
明

寺
蔵
『

鷹
居
士
語
録
』

の

詩
偈
に
つ

い

て

（
大
　
橋
）

蘊
空

妙
徳

真
如
共

菩

但
看
起
滅
処

、

此

箇
是

真
如

。

教

君

殺
賊

匿
小

用

苦
多
方

。

慧
剣

当
心

刺、

心
亡

法
亦
亡

。

心
亡
極

楽
国

、

法
亡

即
西
方

。

迷

時
三

界
有

、

悟
即

出

囂
纏

。

心

無
六

入
跡、

清
浄
達

本
源

。

地

獄
成

潮

到

招
手
別

覧
♂

一

念
心
清
浄

、

処
処
蓮
花
開

。

一

華
一

瀏
囲

、

一

土
】

姐
貍

。

難
復
難、

持
心
離
欲
貪
涅
槃

。

一

向
他

方
求
瀏

ヨ、

若
論
実

行
不

相
関

。

枉

用
工

夫
来
去

苦
、

畢
竟
到
頭
空

色

攀

と
い

っ

た
、

「

西

方
」

、

「

浄
土
」

に

関

す
る

詩
で

あ
る

。

各
々

の

内
容

を

吟
味

す
る

紙
幅
は

な
い

た

め
、

ご

く
要
点
の

み

を
述
べ

る

な
ら
ば

、

一

心
に

西
方
浄
土
を

求
め

る
こ

と

に

よ

り
清
浄
心
を
発
現
す
れ

ば
、

三

界
と

も
に

仏
国
土
と

な

る

と
い

っ

た

内
容
で

あ
る

。

こ

れ

は

語
録
に

み

ら
れ
る

鹿
居
士

の

言
動
と
性
質
を

異

に

す
る

も
の

で

あ
る

。

語

録
部
分

で

は

馬
祖
下
の

禅
僧
を
列
挙
し

、

廱

居
士
が

彼
ら

と
互

角
に

渡

り
合

う

こ

と

で
、

在
家
者
な
が

ら
禅
機
優

れ

た

人
物
で

あ
る
こ

と

を
示
唆
す
る

意
図
が

あ
っ

た
。

さ

ら

に

詩
偈

部
分
に

お
い

て

は

鹿
居
士
の

空
性
理

解

が

高
く
評
価
さ

れ

て

き
た

。

し

か

し
そ
の
一

方
、

不
立

文
字
を

標
榜
す

る

禅
仏
教
に

あ
っ

て
、

言
句
を

嫌

わ

ず
敢
え
て

詩
偈
と
い

う
形
で

悟
境

を
表
し

た

鹿
居
士

の

浄
土
観
を

汲

み

取
っ

た

明
代
の

仏
教
徒
が

、

新
た

な
視
点
か

ら

民
聞
布
教
を

図
っ

て
い

る

と

言
え
よ

う
。

　

語
録
に

み

ら

れ

る

廱
居
士
の

言
行
と

は

異
な
り

、

詩
偈
上

の

鹿
居

士

は

詩
作
を
通
じ

て

民
間
へ

仏
教
を
広
め

る

印
象
を

強
く
与
え

る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

『

祖
堂

集
』

に

お

け
る

鹿
居
士
の

像
に

も
共

通
す
る

要

素
で

あ
る

が
、

修
禅
者
と

し

て

の

側

面
と

同
様
に

布
教

者
・

鹿
居
士

を

二

五
三
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西

明
寺
蔵
『

鹿
居
士
語
録
』

の

詩

偈
に
つ

い

て

（
大
　
橋
∀

求
め

た

民
衆
の

希
望

が
『

廱
居
士
詩
』

で

具
現
し

て

い

る

と

思
わ

れ
る

。

念
仏

禅

者
と

し

て

の

廱
居
士

像
を

強
調

す
る

こ

と

に

よ
っ

て

浄
土
思

想

の

評

価

を

高
め

よ

う
と

し

た

明
代
の

社
会

背
景
に
よ

る

影
響
も
看
過
で

き
な
い

。

小
結

　

以

上
、

明
版
と

西
明
寺
蔵
『

廱
居
士

語
録
』

の

詩
偈
の

比

較
、

検
討

を

行
っ

た

が

詩
偈
そ

の

も
の

に

明

確
な

相
違
を

み

る

こ

と

は

で

き
な

か
っ

た
。

但
し

、

構
成
に

着
目
す
る

と

編
集
が

加
わ

る

こ

と

に

よ
っ

て

明
版
は

浄
土

思
想
を
強
調
す
る

傾
向
を

窺
わ

せ

た
。

こ

れ

は

裏
を
返

す

と

西

明
寺
蔵
『

寵
居
士
語
録
』

に

は

純
粋
に

禅
者
と

し

て

の

鹿
居
士
を

評
価
す
る

当
初
の

思
想
が

保
持
さ
れ
て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

今
回
は

宋
版
の

要
素
を

受

け
継

ぐ
と

さ

れ

る

清

版
に

触
れ

る

こ

と

は

で

き
な

か
っ

た

が
、

清
版
と

西
明
寺
本
の

関
連
を

挙
げ
る

と
、

語
録
部
分
は

誤

字
脱
字
が
一

致
し

共
通
点
が

多
く

、

詩
偈
に

は

文
体
や

語
法
に

異
同
が

多
い

。

こ

の

よ

う
な
一

種
の

ね

じ

れ

の

原
因
究
明
の

た

め

に

も
、

明
版

と

ほ

ぼ

異
同
の

な
い

西
明
寺
本
詩
偈
と

清
版
詩
偈
と

の

比

較
を

今
後
の

研

究

の

課
題
と

し
た
い

。

1
　
承
応
二

年
の

和
刻

本
と

全

く
同
じ

内
容
・

構
成

を

有
す
る
無

刊

記
の

和

　

刻
本

が

存

在
す
る

が
、

承

応
二

年
本

は

後
に

な
っ

て

無
刊

記

本

に

刊

記

　

を
付
し
た

も
の

と

推

察
さ

れ
る

。

二

五

四

2
　
石

川

力
山

「

宋
版
『

鹿
居
士

語

録
』

に

つ

い

て
」

（

『

禅
文
化
研
究
所
紀

　

要』

十
五

号
、

一

九

八
八

年
）

。

『

景

徳
伝
燈
録
』

・
『

祖
堂

集
』

・
『

五

燈
会

　

元
』

な
ど
の

禅

宗
燈

史
、

宋
史
及
び

地
方
史
ま
で

網

羅
し

、

鹿
居
士
の

言

　

行
に

関
す

る

総

体
的
研

究
と

な
っ

て

い

る
。

そ
の

他
の

研
究
と

し

て

は

　

佐
藤
悦
成
「

西
明
寺
蔵
『

鹿
居
士

語
録
』

研

究
序
説
」

（

『

愛
知
学

院
大

学

　

人

間

文
化

研
究
所
紀
要
』

十
八

号、

二

〇

〇
三

年
）

が

あ
り

、

こ

ち
ら

は

　

西
明

寺
版
と

明

版
（
続
蔵
経
収
載）

の

語
録

部
分
の

対

校
表
を

付
し

研
究

　

の

端
緒
と

な
っ

て

い

る
。

3
　
石

川
氏
に

よ
る

と

和
刻
本
は

明

版
と
の

異
同

少
な

く
、

明

版
系
に

属

す

　

る
。

4
　
広
瀬
良

弘
『

禅

宗
地
方
展
開

史
の

研
究
』

（
吉
川

弘
文
館

、

一

九
八
八

　

年
）

。

5
　
唐
代
で

は

『

唐
書
』

、

「

崇
文
総

目

録
』

な
ど

、

．
兀

代
の

『

文
献
通

考
』

　

な
ど

。

131211109876

石
川、

前
掲
論
文
（
三

六
七

頁
）

。

『

鹿
居
士

語
録
』

巻

下
、

『

続
蔵
』

巻
百
二

十

二
二

十
七

丁
右
上

。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

十
・

三

十
九
丁
右
下

。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

卜
・

三

十
八

丁
右
下
〜
三

十

九
丁
左
上

。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

十
・

三

十
七
丁
左
上
〜

下
。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

十
・

三

十
入

丁

右
下

。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

十
・

三

十
九
丁

右
下

。

同
『

続
蔵
』

巻
百
二

十
・

四

十
丁
左
下

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
『

鹿
居
士

語
録
』

、

『

鹿
居
士

詩
』

、

三

河
西

明
寺

　

　
（

愛
知
学
院
大
学
非
常
勤
講
師）

一 806一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


